ういう 点 だの 技術的な 俗習、 鈍感 さは、 自動車の 追跡 

場面と ともに、 映画の 持つ 根深い 常 套のー つで あると 

思われる。 

「夢み る 唇」 や 「罪と 罰」 の 中の 恋愛 的 場面 は、 それ 

を ありきたりな 形に 現わして 説明せ ず、 その 裏の 感情 

から 画面に 現わして 行って 十分の 効果 を 上げて いた 例 

であるし 「巴 里の 屋根の 下」 などで も ルネ. クレイ ル 

は、 人間が 特別な セットの 中で だけ 恋愛 をす る もので 

はない という 健全な 理解の 上に 立って、 都会 生活の 描 

写の 中に それ をい かした。 レンブラントの 生涯 を 映画 

化した 「描かれた 人生」 では、 一人の 芸術家が 二様の 



動機で 二人の それぞれ 性格の 違う 女に 違った 感情の 内 

容で 結ばれて 行く ところが、 じみで は あるが 効果 を 

持って 描かれて いた。 

それにつ けても、 映画の 恋愛に 現われる 女が はたし 

て どの 程度まで 性格 的に 自主的に 感情表現 をし、 行動 

をして いるであろう か、 大分 疑問で ある。 なるほど、 

現在 有名に なって いる 女優 一人一人に ついて 見れば、 

容貌に しろ 髪の 色、 声に しろ 感情表現の 身振りに しろ 

特長が なく はない の だが、 男との 相対に おいて 現われ 

て 来る と、 性格 的な もの を はっきり 生かそう という ス 

タ ー . システムの 焦慮 にもかかわらず、 感情の 総和で 



はどう も 女一般に 還元 させられて しまって いる。 つま 

リ筋 書の 根本のと ころで、 女 ごころ の 内容 を、 型に き 

めて しまって いると ころが あるから であろう。 細かく 

この 点に 触れて 観て 行く と、 外国で も 女優 はま だ 持ち 

味 を 肉体の 特長と ともに 一 般 的な 女 的 性格の 上に 投げ 

かけて いる 程度に 止って おり、 しかも、 女優 自身が い 

わば 最も 自然発生 的な ものの 上に 立って 演じて いる こ 

とに ついて、 自覚 も 煩悩 も 持って いないよ うに 見える 

最近 上演され た 「四つの 恋愛」 を 観た とき も 私 は その 

こと を 強く 感じた。 「四つの 恋愛」 はコン スタン-ベ 

ネット、 シモ ー ヌ. シ モン、 口 レツ タ. ヤング、 ジャ 
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